










1.母子相互作用の基本的特質は、つぎの 4点に要約することができる。 

a.それは、システムである。しかも、母の不在時においても、母の機能が作用しつづけて

いる。これは一般的システムのアナロジイでは理解がむずかしい。ヒトや、ヒトに近い生

物にみとめられる認知・情動的システムである。 

b.リズムである。母と子の認知・情動的経験は、みつめあいのサイクルや、語りかけと新

生児の体動のエントレインメント、対話に似たサッキングリズムなど、社会的相互作用的

リズムによって構造化されている。 

C.母子システムは、より大きい社会的システムにくみこまれている。父親の経済的、情動

的サポートの有無、母の社会的地位と役割の変動によるストレス、就労と母性意識とのコ

ンフリクトは、母子システムの安定性に影響する。 

d.安定した母子システムは,乳児期のこどもの心の健康な発達の基礎である。安定したアタ

ッチメント関係を発達させたこどもは、環境探索、課題解決、社会的親和、自立と協力、

などのコンビテンスの発達が指摘されている。 

こどもの心の発達指導の原則は、この 4点にしたがって行うことがのぞましい。 


